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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 
本研究は、DNN（深層ニューラルネットワーク）処理エンジンのアーキテクチャ技術を中核として、

DNN の隣接領域であるアニーリング計算機とニューロモルフィック HW の最新の知見や研究進展を

総合的に結集して、将来の知能コンピューティングを支える革新的アーキテクチャ基盤技術の創出を

目指すものである。 
本研究は３つの研究項目からなるが、第一の「DNN 処理エンジン」では、２次元アレイ演算方式と

対数量子化の実用性に着眼し、プロトタイプ実証まで完成させることでその有効性を示しており、世界

的に高く評価されている。第二の「アニーリング計算機」については、アニーリングの高度並列化につ

いてのアイディアを固め、数理物理学の専門家の協力を得ながら展開を進めている。第三の「ニューロ

モルフィック技術」についても、原子スイッチを使ったリザーバを適用させる着想の下で、着実に研究

が進捗している。 


